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　わが国の 2017 年の死亡者数は 134 万人を超


















Understanding and Utilization of the perception on life and death of elderly through
the interviews by nursing students attending the two-year part time course










という報告や、寺門 ,大塚 ,石松 ,平川（2002）、
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を送る地域高齢者 4 名である。内訳は男性 3 名











































































































































































3 年生 14 名（男子 2 名、女子 12 名）で、年齢
は 22 歳から 33 歳（平均年齢 26．46 歳）である。
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表 1　地域高齢者の死生観に対する２年課程定時制看護学生の理解表１ 地域⾼齢者の死⽣観に対する 2 年課程定時制看護学⽣の理解 
カテゴリー（２） サブカテゴリー（７） コード（26） 
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表 2　2 年課程定時制看護学生が地域高齢者の死生観インタビューで得た学びの活用表２ 2 年課程定時制看護学⽣が地域⾼齢者の死⽣観インタビューで得た学びの活⽤ 
カテゴリー(2) サブカテゴリー （５） コード（14） 
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報告している。また三木 , 柳澤 , 河村（2010）、






















































































— 85 —— 84 —
武庫川女子大学看護学ジャーナル  Vol.04（2019） 地域高齢者への死生観インタビューによる 2 年課程定時制に通う看護学生の高齢者の死生観の理解と活用
岡本双美子 , 石井京子 .(2005). 看護師の死生観
尺度作成と尺度に影響を及ぼす要因分析 . 日
本看護研究学会雑誌 ,28(4),53-60.
瀨川睦子 , 原頼子 .(2005). 終末期看護実習にお
ける死生観構築と共感性育成の効果的指導 .川
崎医療福祉学会誌 ,15(1),141-147.










梅田尚子 , 迫田智子 .(2014). 終末期看護の授業
と実習が看護学生の死生観に及ぼす影響 . 日
本　看護学会論文集 看護教育 ,44,34-37.




















合うか (p.155). 日本放送出版協会 .
古川久美子 , 岡崎美智子 .(2013). 看護学生の死
生観を変容させる臨地実習でのカンファレンス








平井啓 , 坂口幸弘 , 安部幸志 .(2000). 死生観に
関する研究 死生観尺度の構成と信頼性・妥当
性の検証 . 死の臨床 .23(1),71-76.
池澤優 .(2017).1 死生学とは何か . 清水哲郎 , 会
田薫子 ( 編 ), 医療・介護のための死生学入門
(p.8). 東京大学出版会 .
石田順子 , 石田和子 , 神田清子 .(2007). 看護
学生の死生観に関する研究 . 桐生短期大学紀
要 ,18,109-115.
木下みゆき , 竹元仁美 , 齊田菜穂子 , 渡邉則








紀要 ,15( 別刷 ),9-22.
狩谷恭子 , 渡會丹和子 .(2011). 看護大学生にお
ける死生観と死に対するイメージの学年比





厚生労働省 .(2018). 第 1 回看護基礎教育検討会 
資料 1. 看護基礎教育検討会開催要綱 . https://
www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-10801000-
Iseikyoku-oumuka/0000203413.pdf( 平 成 30 年
4 月 12 日 )
厚生労働省 .(2018). 第 2 回看護基礎教育検
討会 参考資料 2. 第 1 回看護基礎教育検
討 会 に お け る 意 見 ,2-3. https://www.mhlw.
go.jp/file/05-Shingikai-10801000-Iseikyoku-
Soumuka/0000207646.pdf(平成30年5月21日 )
眞 鍋 知 子 , 天 谷 尚 子 , 陳 俊 霞 , 山 下 菜 穂
子 .(2017). 看護学生と社会人の死生観の比較 ,
了徳寺大学研究紀要 ,11,87-96.









ブ・ライフケア (p.9). 日本看護協会出版会 .











— 87 —— 86 —
